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　　Biostratigraphy　and　structure　of　the　Permian　Maizuru　Group　in　westem　part

of　Okayama　Prefecture，Southwest　Japan　with　special　reference　to　acid　volcanic　rocks
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　　　Hiroyuki　TAKEsHITA　and　Takao　ToKuoKA

Abstract

　The　Permian　rocks　in　the　Ibara　and　Bisei　areas，westem　part　of　Okayama　Prefecture　consist　of

sedimentary　complex　rock　units，comprising　the　Maizuru　Group　of　the　Maizuru　Terrane　and　the　rocks　of

the　Ultra－Tamba　Terrane．

　The　complex　of　the　Maizuru　Group　in　the　Ibara　area　is　divided　into　the　following5units（unit　A，B，C，D

and　E　in　apparently　ascending　order）on　the　basis　of　lithology，composition，age　and　structure．

　The　unit　A　mainly　consists　of　acid　volcanic　and　volcaniclastic　rocks　and　intercalated　with　mudstones，

sandstones　and　conglomerates．The　ophiolite　occurs　in　mudstones　of　the　unit　A．

TheunitBisc・mp・sedchiefly・fmudst・neincludingbl・cks・fbasicv・lcanicr・cksacc・mpanying

bedded　cherts．

　The　unit　C　is　Yakuno　ophiolite，mainly　consists　of　metabasalts（MORB－like　tholeiite）with　metagabbro　and

ultramafic　rocks．

　The　unit　D　consists　of　basic　volcanic　rocks　and　intercalated　with　bedded　cherts　and　mudstones．

　The　unit　E　of　the　Ultra－Tanba　Tarrane　is　composed　of　altemated　beds　of　sandstones　and　mudstones，

which　are　strongly　sheared．

　The　units　E，F　and　K　are　discrimimted　in　the　Bisei　area．

　The　unit　F　consists　of　acid　volcanic　and　volcaniclastic　rocks　and　intercalating　mudstones　and　sandstones，

which　corresponds　to　those　of　the　unit　A　in　the　Ibara　area．The　unit　K　is　composed　of　the　Kurohagi

Formation　mainly　of　mudstones　yielding　late　Middle　Permian　radiolarians．The　mudstone　includes　acid

volcanic　rocks，and　intruded　by　acidic　dykes．

　Based　on　the　radiolarian　biostratigraphy　and　above　evidence　especially　occurrence　of　acid　volcanic　rocks

and　ophiolitic　breccias　in　the　Maizuru　Terrane，it　could　be　inferred　that　a　rifted－ophilite　assemblage　of　Early

Permian　age　and　acid　volcanic　rocks　of　late　Middle　Permian　age　represent　a　fragment　of　back　arc　basin

and　island　arc．

1　は　じ　め　に

　舞鶴帯は，北側の秋吉帯（佐野ほか，1987参照，

舞鶴地域での下見谷層を含む）や角谷テレーン

（WATANABEαα1．，1987）と接し，南側の超丹波帯に

衝上する長さ約150㎞，幅約10～20㎞の狭長な地帯で

（第1図），古生代後期の夜久野オフィオライト，中～

一ヒ部ペルム系の舞鶴層群，そしてこれらを不整合にお
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おうトリアス系から構成される．舞鶴層群は，京都府

舞鶴市に模式的に分布し，主に泥岩，砂岩，塩基性火

砕岩類からなり，石灰岩，礫岩，酸性火砕岩をはさ

む．舞鶴層群と同様の岩相，層序，年代をもつペルム

系は，秋吉帯中に点在している（長谷，1964）．夜久野

オフィオライトは，舞鶴帯の基盤にあたる海洋地殻の

断片であるとされている（石渡，1986）．しかし舞鶴帯

中の2列の夜久野岩類のうち北側に分布する夜久野岩

類は一般に層状チャートなどの遠洋性堆積物をともな

わず，海洋底玄武岩のすぐ上位に大量の粗粒堆積物が

重なる．従って，夜久野オフィオライトは島弧縁辺に

形成されたものであるという見方もある（黒川・清

水，・1987）．近年，西南日本内帯におけるペルム系は，

放散虫化石による年代決定および層序区分が進みりこ

れらに含まれる酸性火砕岩類の年代が推定されてきて

いる．この知見は舞鶴帯もしくはその周辺におけるペ

ルム紀の酸性火山活動の存在を示唆するものであり，

舞鶴帯におけるペルム紀の島弧・海溝系の復元を行う

上で重要である（徳岡ほか，1988）．

　岡山県西部井原市周辺には酸性火山岩の分布が報告

されており（長谷ほか，1975），今回その産状，岩石学

的特徴などについて簡単に報告する．なお地質調査峠

井原地域を菅田が，美星地域を船越が行った．また，

XRF分析は竹下が行った．

H　地　質　概　説

　本地域の舞鶴層群は，岩相と構造の特徴から，川町

層・佐原層に2分されている（長谷ほか，1975）．さら

に北東部には，上部ペルム系の黒萩層（寺岡，1959；

長谷，1984），および上部トリアス系の成羽層群が分

布する（第2図）．

　北部の川町層，南部の佐原層は，それぞれ，上部・

主部に分けられている．川町層からは化石は産出して

いないが，佐原層上部は，泥岩に含まれる石灰岩レン

ズから産する紡錘虫によって上部ペルム系yαわθ加α一

ムop昭ol加α帯に対比されている．最近，佐原層上部か

ら，ペルム紀中世からペルム紀新世前期を示す3放散

虫化石群集が報告されている（石賀ほか，1988）．以下

に検討した2地域（井原および美星地域）について説

明する．

皿　井　原　地　域

A　地質概説

　調査地域は，岡山県西部の井原市北部，後月郡芳井

町，小田郡美星町にまたがる南北6㎞，東西約5㎞の

範囲であり（第2図，第3図），石賀ほか（1988）が報

告した地域の西隣にあたる．井原北方に分布する舞鶴

層群は，泥岩，塩基性火山岩・火砕岩および深成岩，

酸性火砕岩および火山岩，少量の層状チャートなどか

らなる複雑なコンプレックスを形成している．しかし

岩相の特徴，構成岩類の組合せからするとこの地域の

舞鶴層群は，構造的上下関係にある4ユニットに区分

され，これらペルム系の堆積岩コンプレックスを岩相

の特徴によってみかけ上の下位よりユニットA～ユ

ニットDに区分した．なお調査地域北方に分布する著

　　口第四系

　　團貫入岩
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しく片状化した砂岩・泥岩互層を主とする特徴的な地

層（ユニットEとした）は超丹波帯構成岩の可能性が

ある．この層は美星町地域に広く分布し，その項でく

わしくのべる．

第4図
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井原地域稗原南方における林道沿いのルート・

マップ．酸性火山岩類，泥岩，塩基性火山岩類等

の産状を示す

　各ユニットの走向は，一般にEW～N30。W．傾斜

は北傾斜で30。～40。である．剪断をうけている場所も

ある．ユニットAとユニットBとは整合関係にあり，

その他のユニットは，それぞれ断層関係にあると考え

られる．次に各ユニットについて見かけ上，下位のユ

ニットから記載する．

B　各地層の記載

　ユニットA

　主に酸性火砕岩類からなり少量の泥岩・塩基性火砕

岩類のレンズ状，ブロック状岩体を含む．酸性火砕岩

類は多くは流紋岩（溶岩・角レキ岩として泥岩中に産

する）からなる．少量の石英安山岩～安山岩質の火山

岩をふくむ．またマイロナイト化した斜長岩・ハンレ

イ岩が含まれる．稗原南方の林道にこれらの酸性火山

岩類が良く露出し，泥岩やその他の火山岩類との関係

もよく観察される．第4図にその一例を示す．

ここでは下位より砂岩，シルト岩，ドレライト溶岩，

流紋岩溶岩等の累重がみられる．流紋岩溶岩中にはわ

ずかに泥岩層をはさんでいる．またドレライト溶岩も

下底ないし上部では細粒化しており，一部には凝灰岩

を挟んでいる．

　流紋岩の溶岩が泥岩上に重なる産状もこの林道沿い

の北100mの地点で観察される（第5図）．2枚の流紋

岩溶岩の間の泥岩（凝灰質泥岩）には流紋岩のブ・ッ

ク状ないしレンズ状岩塊が含まれている．また石英斑

岩が泥岩中に層状に貫入している場合もある．ユニッ

トAのみかけの層厚は550mであるが構造的くりかえ

しもあると思われる．以下にユニットA中にみられる

主な火山岩の記載を簡単に行う．

　流　紋　岩

　岩石学的特徴：斑晶として石英，カリ長石，斜長石

をふくむ．石英は融食を受けたものが多い．カリ長石

や斜長石は自形ないし半自形を呈する．ここで流紋岩

としたものにはカリ長石く斜長石のものも含めた．石

基は完晶質に近く，細かい粒状を示すもの（図版1，

図1，2）や，ガラス質でスフェルライトを含むもの

があるが，すべて脱ハりしている．

　安　山　岩

　斑晶は自形ないし半自形の斜長石が多い．石基は斜

長石の細粒針状ないし短冊状の結晶からなり，粒状な

いしトラキチック組織を示す（図版1，図3，4）．

T
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　　　　　　　　　　　　　　　　㊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

第5図第4図地点北方の露頭スケッチ

　ユニットA中の泥岩層には特徴的な礫岩が挟まれて

いる．稗原南方に分布する泥岩中には礫岩のレンズ状．

岩体がみられる．礫はpebble大の亜円礫～角礫で礫

として泥岩・流紋岩・斜長岩・ヒン岩・酸性凝灰岩な

どが含まれる．（図版2，図9）．ごくまれに塩基性火

成岩を含んでいる．またユニットAにみられる礫岩は

調査地域の北部，花瀧より北西約2．5㎞（麦の草西方）

に分布する川町層中においても同様のものがみられ

る．礫は角礫で淘汰が悪い．礫種はユニットAのもの

とほぼ同じで，泥岩，マイロナイト化した斜長岩，酸

性火砕岩類，塩基性火成岩等からなる（図版2，図

10）．これらの礫岩は兵庫県西部に分布する殿敷層と

して記述されたOphiolitic　breccia（cf．ToKuoKAα

α1．，1988）に相当する．

　ユニットB

　塩基性火山岩・火砕岩・泥岩・層状チャートなどか

らなる．東部地域では玄武岩溶岩が多く含まれるが，

西部では泥岩が優勢で両者は漸移する．

　東部においては，塩基性火砕岩中に泥岩のレンズ状

岩体（厚さ数cm～10m）がはさまれている．玄武岩溶

岩には，一一部で枕状構造を示すところや，角レキ状を

呈する場合もある．泥岩と玄武岩溶岩は整合関係にあ

る．一般に層状チャートは，赤色を呈し玄武岩溶岩中

に層状に，または，ブロック状岩体として含まれる．

火打岩では厚さ約150m程度のレンズ状岩体として挟

在される．ユニットAとは，ほぼ整合に重なっている

と考えている．

　西部では，泥岩・塩基性火成岩・酸性凝灰岩からな

り，大部分が泥岩からなる．泥岩の走向は一般に

EW～N40。W，北に30～40。傾斜する．南傾斜を示す

ところもあり，また東部に分布する泥岩が，西部の塩

基性火成岩へ漸移していくとこ

ろでは走向・傾斜が，著しく変

化する．塩基性火成岩・酸性火

砕岩はレンズ状，ブロック状の

岩体として，あるいは数10cm

の大きさの礫として泥岩中にあ

らわれる．また，流紋岩の貫入

岩は不規則な形態をもち貫入

し，泥岩の走向・傾斜を乱して

いる．これは泥岩が未固結のう

ちに流紋岩が貫入したものと考

えられる．

　ユニットC

　いわゆる夜久野コンプレックスと呼ばれる超塩基性

岩と，これにともなわれる塩基性火成岩からなるユ

ニットである．KOIDE（1986）は，この岩体について

の岩石学的・岩石化学的記載を行い変玄武岩類の化学

組成は，MORB類似のソレアイトで，ある種の縁海玄

武岩に類似するとした．ユニットB中に断層ではさま

れた産状をもつ．

　ユニットD

　主に塩基性火山岩からなり，レンズ状岩体として泥

岩・層状チャートをはさんでいる．層状チャートは，

ユニットBとの境界部付近の玄武岩中に多く含まれ

る．塩基性火成岩は玄武岩を主とし，角礫状や枕状構

造を示す．北部地域に分布する玄武岩は強く勇断され

ており，また酸性火成岩のレンズ状岩体は著しく変形

している．ユニットDは，後に述べる美星町地域のユ

ニットEの砂泥互層と層面にほぼ平行な断層で接す

る．この断層は厚さ1．5mの，未固結の破砕帯をとも

なう．このユニットDは，高松（石賀ほか，1988参

照）が調査した地域で下部層（塩基性火砕岩および溶

岩が優勢な地層）とされたものである．

C　放散虫化石とその年代

　120地点において，180試料を採集しフッ化水素酸で

処理した結果，Loc．1，Loc．2，Loc．3，の地点より放散虫

化石がえられた（第3図）．ユニットB中のLoc．2から

産出した17011た鷹μll螂30holα3孟∫6粥ORMIsToNand

BABCOCKにもとづけばユニットBの泥岩はペルム紀

中世後期から新世前期の年代を示す．
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第1表井原地域における産出放散虫化石リスト

Loc．1 Loc．2 Loc．3

∫b11∫o〃。〃〃〃s50カ01∂3む∫o〃5 ●

丑　sp． ● ●

露θθ40∂ノムa　i／1θ1ノ∂　sp． ● ● ●

惣z∂roμθノノ∂sp．？ ●

　　　　　　　IV　美　星　地　域

　A　地質概説

　この地域は岡山県小田郡美星町三山を含む，東西

5km，南北4kmの地域である（第2，6図）．この地

域の古生界は，一般に東西方向の走向をもち北に高角

度で傾斜している．黒萩層は，石灰岩レンズより産出

した〃∫llθ〆θllαなどにより石炭系とされているが，長

谷（1984）は含礫泥岩中の石灰岩塊よりペルム紀中世

を示すフズリナを報告している．準片岩層には酸性火

山岩一火砕岩が特徴的に分布する．本調査地域の北部

㌧威風：：1弐ン：鑓膿義

選…謹獅．壕霧

嚢華箋鰭
　　　　　　　　こニ二二二二二三　　へ　　　　ゴ　　　　　ハ　　　ラ

　　学さ等γ1＿導け一’韓’一で一川

　　　　璽蓑華奢　一一㎞

　　　　　　　竃
　　　　　　　A　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　の『’　　△合ム　一孝望※1，

口第四系

圃成羽層群（トリアス系）

ユニットK　　　　　　ユニット戸　　　　　　　　　　ユニットE

皿罪質岩　目泥質岩　　　囲砂泥互層
國石灰岩　囲酸性火山岩火砕岩類

　　　　　　　「回塩基性火山岩・燈岩

には，トリアス系成羽層群が分布し古生界と不整合で

接している（第6図）．黒萩層は岩相の特徴から超丹

波帯構成岩類の可能性があることが指摘されている

（光野・沖村，1986）が，ここではユニットEのみを

超丹波帯構成岩類と考える．

B　各地層の記載

　本調査地域の古生界は，岩相・層序・構造の特徴か

ら3ユニットに区分される．それらは構造的下位より

E，F，Kユニットからなり，ユニットEは超丹波帯

に，F，Kは舞鶴帯に属すると考える．ユニットKを

構成する地層は従来の黒萩層にほぼ相当するが後に述

べるように一部，分布範囲を修正した．

　ユニットE

　泥岩と砂質岩がよく互層する非常に特徴的な地層で

ある．見かけの上位では，泥岩優勢であり，砂質岩は

細粒化し，cmオーダーの薄層や葉理となる．凝灰質

砂岩が互層に挟まれることもある．越出付近では級化

構造からみて逆転しているところがある．本調査地域

の中部のユニットFによく産出する酸性火山岩類はほ

とんど産出せず，下絵具那付近で赤色泥岩をともなう

玄武岩がわずかに見られる程度である．下田から越出

付近にかけての川沿いのルートに良好に露出する．走

向は一般にN60。～70。Wで，60。～80。北東に傾斜して

いる．層厚は約600mである．

●　Loc．1～4　放散虫化石産出地点

X　全岩化学分析用試料採集地点

　　第6図　美星地域の地質図（船越による）

　ユニットF

　調査地域の南半分に広く分布する．寺岡（1959）に

よる準片岩層で主に泥岩からなり，走向はほぼ東西で

北に40。～80。傾斜している．ユニットFの中部には酸

性火山岩類を多く含む部分があり，この層の上限を境

界に上部，下部に2分した（第6図）．

　ユニットF下部：宇戸谷の砂防ダム付近に良好に露

出する．層厚は約700mである．泥岩のなかに多くの

酸性火山岩・火砕岩が含まれる特徴的な地層である．

この層に含まれる火山岩類については，寺岡（1959）

は塩基性岩に由来したものであるとしたが，その多く

は流紋岩や安山岩からなる．谷中付近（第6図）では

流紋岩が泥岩と整合関係で接する．また玄武岩の溶

岩，安山岩溶岩も泥岩中にはさまれている．このルー

トでの流紋岩と泥岩は，溶岩～凝灰岩～泥岩の順に重

なり，その一連の地層が何回か繰り返して分布してい

ると思われる．

T
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第2表　美星地域における産出放散虫化石リスト

Loc．1 Loc．2 Loc．3 Loc．4

∫b〃io〃0〃〃〃S〃0偲oa刀む加5 ●

瓦　soカ0！∂3が。〃s ● ●

丸　sp ● ● ●

みθ〃408ノム8∫ノノθノ18　　sp． ● ●

　　　　　　　藍￥　■’、

ノ☆曇霧

《◎6

　　成羽層群

　、、）．ノ

◇畜

端i1号b『

’

黒萩層

　　　　　’Loc．1F
　　　　　　　　さすロラトヨヤ　　ノ
　　　　易菱織／・・一　’

　　　、．～鷺て饗☆轡
儂◇　　☆、，、し

　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　200m
　　　　　　　　　　　　　一黒萩層　　　　　　準片岩層　　　　成羽層群

目泥質岩図泥質岩圃砂岩
□砂岩　　　　　Eコ砂質岩
国流紋岩　＿寺岡（1959）番こよる境界

國酸性凝灰岩　一”繍査による境界

第7図　美星地域梨の木峠付近のルート・マップ

　洗場付近ではマイ・ナイト化した斜長岩のレンズ状

岩体が輝緑岩中に含まれている．塩基性火山岩類は黒

萩，友成，宗金などと比べてその量は少ない．黒萩で

は玄武岩溶岩や火砕岩が泥岩にはさまれているが，カ

タクラサイト化している．

　ユニットF上部：城平の1km北から美星町一川上

町町境までの城平川沿いのルートに良好に露出する．

層厚は約500mである．泥岩を主として少量の層状

チャート，石灰岩などのレンズ状岩体を含む．ユニッ

トF下部に含まれる酸性火山岩類はほどんどない．泥

岩は一般に黒色を呈し片状構造が発達していて剥離性

にとむ．上部ほど片状構造が顕著になる．宇戸谷では

泥岩層の級化葉理が逆転している．

ユニットK

梨ノ木峠から200mの北の主要地方道玉島一成羽線

沿いの約300mのルートに良く露出する．低変成の泥

岩を主とし少量の砂質岩，チャート，石灰岩などのレ

ンズ状岩体を含む．走向はほぼ東西で北に40。～60。傾

斜している．泥岩は一般に黒色を呈するが部分的に暗

灰色である場合もある．最上山付近での石灰岩レンズ

状岩体は層厚約20mで，かなり結晶質であるが部分

的に非結晶質部が保存されている．寺岡（1959）はこ

の露頭から化石を報告したものと思われる．ユニット

F下部と同じく泥岩中には流紋岩が貫入したり，溶岩

や流紋岩質の火砕岩類が挟まれている．

　梨の木峠付近に分布する泥岩からFo躍。㍑麗Zl粥

解onαcαn地粥，F．sp．，P3醐40α1わα∫llθllαsp，などの放散

虫化石が産出し，黒萩層はペルム紀中世後期の層を含

むといえる．従って寺岡（1959）が石炭紀化石を報告

した石灰岩の産状について今後検討する必要がある．

　梨ノ木峠付近（第7図A地点）での川町層（準片岩

層）の泥岩は再結晶し，線構造も明瞭である．一方，

第7図B地点での泥岩は多少片状化しているものの再

結晶度は低く，黒萩層に含めることができよう．その

境界を第7図に示した．

　一方，Loc．3の泥岩からはP3側40α1加fZlθllαsp．を

産する．この周辺の泥岩には，流紋岩が不規則な形で

貫入し，著しい急冷周縁相をなしたり泥岩をとりこん

だりしている．これは泥岩が未固結時に貫入したため

と考えられる．

　黒萩層については今後より詳細な検討が必要である

が，舞鶴層群と同じ岩相をもち放散虫化石によってペ

ルム紀中世後期の年代を含むこと，そしてほぼ同じ年

代に流紋岩類の活動が起こったことが判明した．

V　全岩化学組成

　塩基性岩3試料，酸性岩4試料について予察的に全

岩化学分析を行った．井原地域からは2試料（803－

3：青野町赤向土北方，1112－8a：稗原南方）を，美星

町地域からは5試料（1111－2a：宇戸谷谷中，804－2：

黒萩西方，1111－1a：梨ノ木峠西方，1111－1b：梨ノ木

峠西方，1111－4b：美星町黒萩南西）を採取した．測定

装置は，日本電子社蛍光X線装置（JSX－60S7）を使用

した．設置条件その他の詳細は，主成分10元素につい

ては小林ほか（1981）に，微量10元素は市川ほか

（1987）にそれぞれ従った．ただし未知試料と融剤

（Li2BO，：メルク社）との比は1対5にしてある，分

析結果を第3表に示す．また，主成分元素の変化図を

第8図に示す．
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第8図　塩基性岩および酸性岩のSiO、と主成分元素変化図

　　　　第3表　酸性・塩基性火山岩類の全岩分析

SlO2
7　　　75

■塩基性岩　●酸性岩

803－3　804－2　1111－la　l111－2a　88111－b　1111－4b　1112－8a

Sio2　（wt％）

Tio2
A1203
Fe203零

MnO
MgO
CaO
Na20
K20
P205

71．40　　　　　78．19

0．33　　　　　　0．14

15．35　　　　　12．51

2．68　　　　　　1．04

0．08　　　　　　0．06

0．83　　　00

2．39　　　　　　0．36

3．43　　　　　　3．64

2．32　　　　　　4．09

0．12　　　　　0．01

74．72　　　　　78．86

0．14　　　　　　0．23

12．97　　　　　12．06

1．87　　　　　1．10

0．08　　　　　0．04

　00　　0．19

2．03　　1．58

3．43　　　　　5．68

3．03　　0．14

0．03　　　　　　0．03

54．45

1．00

17．11

8．86

0．16

4．32

9．59

2．23

1．54

0．22

49．86

1．55

13．55

11．92

0．18

8．08

10．39

2．71

1．10

0．17

52．48

1．02

13．35

12．05

0．19

8．49

9．79

2．84

0．29

0．09

Tot＆1 98．93　100．04　98．30　99．91　99．48　100．51　100．59

Zr　（ppm）

Y

Sr

Rb
Zn
Cu
Ni

Cr
V

Ba

5
2
5
4
8
9
4
0
6
7

6
3
3
8
9
2
9
4
2
6

3
1
4
2
1
8
2
5
2
1

6
5
6
0
8
7
8
9
5
4

5
7
4
3
4
7
4
7
3
3

3
1
2
2
1
9
2
4
1
6

4
3
7
9
6
8
0
7
0
0

0
3
2
9
6
8
3
3
9
5

3
1
2
2
1
6
2
4
0
3

2
8
7
7
4
6
1
6
3
3

3
9
9
3
4
0
4
9
2
3

3
0
1
0
1
3
2
4
1
0

7
5
3
0
0
5
3
1
2
6

0
1
9
5
9
5
3
9
7
7

6
1
7
1
2
2
2
3
3
1

5
2
0
0
9
2
1
0
1

7
5
2
1
7
4
8
0
7

5
1
4
1
4
4
2
8
0

5
7
7
7
4
3
5
1
1

9
4
8
1
7
8
8
1
1

2
0
1
0
2
3
5
2
3
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　酸性岩：803－3および1111－2aはCaがやや高く，

K20が低い．特に1111－2aはK20が乏しく，これは2

次的変質の影響によるものと考えられる．これに対し

804－2はCaOが乏しいのが特徴である．1111－2aは微

量元素についても，他の岩石に比べRbやBaに乏し

い．第9図は，オフィオライトの塩基性岩類に伴われ

る優白質岩のSiOrK、oである．今回測定した酸性岩

のほとんどは，Continental　granophyre周辺にプロッ

トされる．ただし美星地域の1111－2aだけはOceanic

plagiograniteに近い位置にプ・ットされる．

　塩基性岩：塩基性岩として一括しているもののうち

88m－bは，そのSiO、量から性格には中性岩と呼ばれ

るべぎである．しかしながら，野外においてこの岩石

を他の塩基性岩と区別することは困難であるので便宜

上塩基性岩として記載しておく．88111－bは，他の2

試料に比べてA1203に富みFe203，MgOに乏しい．

1111－4bはTiO2，Crにやや富み，1112－8aはK2Qに乏

しいのが特徴である．第10図にTi／100－Zr－Y・3ダイ

アグラムを示した．このダイアグラムから今回測定し

た塩基性岩は，深海性ソレアイトおよび島孤性ソレア

イトの玄武岩と類似した性格をもっていると思われ

る．

1

τi／100

wt％
　10

■　　3

　　■　■4

2

Zr

第10図

V・3

塩基性岩の．Ti／100－Zr－Y・3ダイアグラム．各玄

武岩類の領域はPEARcE＆CANN（1973）によ
る．

1：海洋島一大陸性ソレアイト

2・3：島孤性ソレアイト

3：深海性ソレアイト

3・4：カルクアルカリ玄武岩
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塩基性岩・超塩基性岩類に伴われる優白色岩

類のSiO2－K20図．各岩系の領域はColeman
＆Donato（1979）による．　●酸性岩

　従来，舞鶴帯では酸性火砕岩が，泥岩・砂岩中に含

まれることが広範な地域で報告されていた．また，井

原市北部の地域においては，長谷ほか（1975）により

流紋岩溶岩の存在が報告されているが，今回の検討で

それらが泥岩に貫入したり，溶岩として泥岩上を流れ

た産状を示すことが確認された．現在では酸性火山岩

類は，砕屑岩や少量の塩基性火山岩類と混合し1つの

まとまった構造ユニット（井原市北部地域のユニット

Aや美星町地域のユニットF下部）を構成している．

また火山岩類の活動の時期も貫入された泥岩の放散虫

化石に基づけばペルム紀中世後期もしくはそれ以降と

いえ，この時期の舞鶴帯での酸性火山活動の存在がよ

り具体的なものとなった．

　一方舞鶴層群には徳岡ほか（1988）が報告した殿敷

層に含まれる夜久野オフィオライトに由来する角礫岩

が存在し，またこの角礫岩がオフィオライトに砕屑岩

岩脈として貫入していることも知られている（前川ほ

か，1988）．またユニットCの夜久野岩類の変玄武岩

および変ハンレイ岩についてRb－Srアイソク・ン年

代は281±8Ma，Sm－Ndアイソクロン年代は
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300±71Maという値がえられている（KoIDEαα1．，

1987）．従って，井原市北部地域の夜久野オフィオラ
ヘ

イトの岩石学的性質をあわせて考えれば舞鶴帯はペル

ム紀古世前期から縁海を含む海洋地域として存在し，

ペルム紀中世後期には縁海（おそらく背弧海盆を含

む）から島弧を含む地域であったと考えられる．
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図　版　説　明

第1図版

　1，2 流紋岩

3，4　安山岩

5，6　流紋岩

7
Ω
U

石英斑岩

石英斑岩

稗原南方　　1，オープン

　　　　　　2，クロス

青野町赤向土西方

　　　　　　3，オープン

　　　　　　4，クロス

稗原南方　　5，オープン

　　　　　　6，クロス

　美星町宇戸谷西方　ク・ス

　青野町稗原南方　オープン

スケール1－8　×200

第2図版

　1，　2，　3，　4，　8，Follガ。μo祝ll祝336holα3診fo㍑30RMlsToN＆BABcocK

　　morphotype　I

　5，Foll∫o祝。祝ll㍑3　糀onα6αn孟h㍑31sHIGA＆IMoTo

　6，．ρ3θ躍。α1伽llθllα？sp．

　7，Foll∫c祝6μll麗3？sp．

　　スケール　100μm　産地：1，2；Loc．1（井原地域，第3図）．

　　3，4；Loc．2（井原地域，第3図）．5－8；Loc．2（美星地域，第6図）．

　9，　10，　0phiolitic　breccia

　9，稗原南方の泥岩中のレンズ状岩体をなすもの

　10，花瀧北方の川町層中のもの




